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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１シート片及び第２シート片を有し且つ前記第１シート片及び第２シート片が互いの
内面を対面させた状態で前記第１シート片及び第２シート片の左側縁同士及び右側縁同士
が連結されている台紙と、前記台紙の第１シート片の外面側に取り付けられた物品と、を
有し、
　前記第１シート片の上方部と第２シート片の上方部が一体化され且つ前記第１シート片
の下方部と第２シート片の下方部が互いに離反可能に構成されており、
　前記第１シート片の面内には、前記両シート片の下方部を離反させたときに、前記物品
の下縁の外側を通過する開口部が形成されており、
　前記第１シート片及び第２シート片の少なくとも何れか一方の下縁から、保持片が延設
されており、
　前記第１シート片の下方部と第２シート片の下方部を離反させ且つ前記保持片を折り曲
げて前記両シート片の間に介在させることにより、前記両シート片の下方部の離反が保持
されている、包装体。
【請求項２】
　前記開口部が、前記両シート片の下方部を離反させたときに、さらに前記物品の両側縁
の外側を通過するように形成されている、請求項１に記載の包装体。
【請求項３】
　前記保持片の一部又は全部が第１シート片及び第２シート片の内面に対して略直交する
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方向に介在して両シート片を外側に押し出すことにより、前記両シート片の下方部の離反
が保持されている、請求項１又は２に記載の包装体。
【請求項４】
　前記保持片が、少なくとも２つ設けられており、
　一方の保持片が、前記第１シート片の左側下縁から延設された左第１片と、前記第２シ
ート片の左側下縁から延設された左第２片と、から形成され、前記左第１片及び左第２片
が連結されており、
　他方の保持片が、前記第１シート片の右側下縁から延設された右第１片と、前記第２シ
ート片の右側下縁から延設された右第２片と、から形成され、前記右第１片及び右第２片
が連結されており、
　前記一方の保持片と第１シート片及び第２シート片の両左側下縁との境界、並びに、前
記他方の保持片と第１シート片及び第２シート片の両右側下縁との境界に、上向き山型状
の折り罫線がそれぞれ形成されており、
　前記２つの保持片を前記山型状の折り罫線においてそれぞれ折り曲げて前記両シート片
の間に介在させることにより、前記両シート片の下方部の離反が保持されている、請求項
１又は２に記載の包装体。
【請求項５】
　前記両シート片の下方部の離反が保持されている状態において、前記第１シート片の開
口部の縁が、前記物品の少なくとも両側縁に近接している、請求項２～４のいずれかに記
載の包装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、台紙に物品が取り付けられた包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１のように、筒状シュリンクフィルムを介して台紙に物品が取り付けら
れた包装体が知られている。
　台紙に物品を取り付けた包装体は、比較的簡易な構造である上、材料の使用量も少ない
ので、コスト的に優れている。また、前記包装体は、台紙の上方部を指で摘んで持ち運び
できるため、包装形態として優れている。
【０００３】
　かかる包装体は、通常、台紙に形成された吊下げ用孔を通じて、吊下げて陳列し販売さ
れる。
　また、前記包装体は、置き台上に自立させて陳列することもできる。この場合、台紙の
下方部が物品よりも下方に突出していると包装体が自立しない。そのため、例えば、特許
文献１の図１６のように、台紙の下縁と物品の下面が略一致するように、物品を台紙に取
り付ける必要がある。
【０００４】
　しかしながら、前記台紙の下縁と物品の下面が略一致した包装体は、自立時に物品の下
面が置き台に接するので、物品の下面が汚れることがある。
　さらに、台紙の下縁と物品の下面が略一致するように物品を取り付けなければならず、
これが設計通りでないと、包装体が前方又は後方に傾いた状態で自立し、安定性が悪いと
いう問題点がある。
【０００５】
　他方、前記物品を立方体状の空の包装箱に収納して自立陳列すれば、物品下面への汚れ
付着などの問題は生じない。
　しかしながら、包装箱を使用すると、その組み立て作業が煩雑となる。さらに、単に包
装箱内に物品を入れただけでは物品が箱内で動くので、通常、位置決め用のホルダー部材
に物品を保持して包装箱内に収納する。しかし、別途のホルダー部材を使用すると、その
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分、包装コストの上昇を招くという問題点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭４９－３７９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上方部を摘んで持ち運びでき、且つ物品の下面を置き台上から離した
状態で良好に自立しうる包装体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の包装体は、第１シート片及び第２シート片を有し且つ前記第１シート片及び第
２シート片が互いの内面を対面させた状態で前記第１シート片及び第２シート片の左側縁
同士及び右側縁同士が連結されている台紙と、前記台紙の第１シート片の外面側に取り付
けられた物品と、を有し、前記第１シート片の上方部と第２シート片の上方部が一体化さ
れ且つ前記第１シート片の下方部と第２シート片の下方部が互いに離反可能に構成されて
おり、前記第１シート片の面内には、前記両シート片の下方部を離反させたときに、前記
物品の下縁の外側を通過する開口部が形成されており、前記第１シート片及び第２シート
片の少なくとも何れか一方の下縁から、保持片が延設されており、前記第１シート片の下
方部と第２シート片の下方部を離反させ且つ前記保持片を折り曲げて前記両シート片の間
に介在させることにより、前記両シート片の下方部の離反が保持されている。
【０００９】
　本発明の包装体は、第１シート片の上方部と第２シート片の上方部が一体化されている
ので、台紙の上方部を摘んで持ち運びできる。
　また、両側縁において連結された第１シート片及び第２シート片の両下方部の離反が保
持片によって保持されているので、両シート片の下縁を接地部として包装体を自立させる
ことができる。
　さらに、第１シート片の面内には前記開口部が形成されている。そのため、台紙の第１
シート片の外面側に取り付けられた物品は、両シート片の下方部を互いに離反させたとき
に第１シート片に追従せず、第１シート片と第２シート片の間又は開口部の下縁に跨って
配置される。このように比較的重量のある物品が、第１シート片と第２シート片の間又は
開口部の下縁に跨って配置されるので、前記包装体は自立安定性に優れている。
　また、保持片を折り曲げて両シート片の間に介在させることにより、両シート片の下方
部の離反を保持できるので、その組み立て作業も非常に簡単である。
【００１０】
　本発明の好ましい包装体は、前記開口部が、前記両シート片の下方部を離反させたとき
に、さらに前記物品の両側縁の外側を通過するように形成されている。
【００１１】
　本発明の好ましい包装体は、前記保持片の一部又は全部が第１シート片及び第２シート
片の内面に対して略直交する方向に介在して両シート片を外側に押し出すことにより、前
記両シート片の下方部の離反が保持されている。
【００１２】
　本発明の好ましい包装体は、前記保持片が、少なくとも２つ設けられており、一方の保
持片が、前記第１シート片の左側下縁から延設された左第１片と、前記第２シート片の左
側下縁から延設された左第２片と、から形成され、前記左第１片及び左第２片が連結され
ており、他方の保持片が、前記第１シート片の右側下縁から延設された右第１片と、前記
第２シート片の右側下縁から延設された右第２片と、から形成され、前記右第１片及び右
第２片が連結されており、前記一方の保持片と第１シート片及び第２シート片の両左側下
縁との境界、並びに、前記他方の保持片と第１シート片及び第２シート片の両右側下縁と
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の境界に、上向き山型状の折り罫線がそれぞれ形成されており、前記２つの保持片を前記
山型状の折り罫線においてそれぞれ折り曲げて前記両シート片の間に介在させることによ
り、前記両シート片の下方部の離反が保持されている。
【００１３】
　好ましくは、前記各包装体は、前記両シート片の下方部の離反が保持されている状態に
おいて、前記第１シート片の開口部の縁が前記物品の少なくとも両側縁に近接している。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の包装体は、上方部を摘んで持ち運びでき、さらに、台紙の下縁を接地部として
置き台上に自立させることができる。包装体を自立させたときには、物品の下面が置き台
上に接触しないので、物品の下面が汚れることもない。
　また、本発明の包装体は、保持片を折り曲げて第１シート片及び第２シート片の間に介
在させることによって接地部を形成できるので、その組立作業も簡単である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る包装体を上方側から見た斜視図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線断面図。
【図３】同包装体に使用される、下方部を離反させる前の扁平状の台紙の正面図。
【図４】同台紙の下面図。
【図５】同台紙の基になるシート材の展開図。
【図６】同台紙の保持片を第１シート片及び第２シート片の両下方部の間に差し込む途中
状態の下面図。
【図７】同台紙の保持片を第１シート片及び第２シート片の間に介在させ、台紙の両シー
ト片の下方部の離反を保持した状態の下面図。
【図８】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図９】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態の左側面図。
【図１０】図８のＸ－Ｘ線断面図。
【図１１】第１実施形態の筒状のシュリンクフィルムを取り付けた台紙の正面図。
【図１２】第１実施形態の第１変形例に係る包装体に使用される、下方部を離反させる前
の扁平状の台紙の正面図。
【図１３】同台紙の基になるシート材の展開図。
【図１４】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図１５】同台紙の下方部の離反を保持した状態の下面図。
【図１６】図１４のＸＶＩ－ＸＶＩ線断面図。
【図１７】第１実施形態の第２変形例に係る包装体に使用される、下方部を離反させる前
の扁平状の台紙の正面図。
【図１８】同背面図。
【図１９】同台紙の下方部の離反を保持した状態の下面図。
【図２０】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図２１】図２０のＸＸＩ－ＸＸＩ線断面図。
【図２２】本発明の第２実施形態に係る包装体に使用される、下方部を離反させる前の扁
平状の台紙の正面図。
【図２３】同台紙の基になるシート材の展開図。
【図２４】山型状の折り罫線の変形例を適用した台紙の正面図。
【図２５】第２実施形態の台紙の保持片を第１シート片及び第２シート片の間に介在させ
、台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態の下面図。
【図２６】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図２７】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態の左側面図。
【図２８】図２６のＸＸＶＩＩＩ－ＸＸＶＩＩＩ線断面図。
【図２９】第２実施形態に係る包装体を上方側から見た斜視図。



(5) JP 6060439 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

【図３０】図２９のＸＸＸ－ＸＸＸ線断面図。
【図３１】第２実施形態の変形例に係る包装体に使用される、下方部を離反させる前の扁
平状の台紙の正面図。
【図３２】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図３３】図３２のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線断面図。
【図３４】本発明の第３実施形態に係る包装体に使用される、下方部を離反させる前の扁
平状の台紙の正面図。
【図３５】同背面図。
【図３６】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図３７】同台紙の下方部の離反を保持した状態の下面図。
【図３８】図３６のＸＸＸＶＩＩＩ－ＸＸＸＶＩＩＩ線断面図。
【図３９】本発明の第３実施形態の変形例に係る包装体に使用される、下方部を離反させ
る前の扁平状の台紙の正面図。
【図４０】同背面図。
【図４１】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態を上方側から見た斜視図。
【図４２】同台紙の下方部の離反を保持した状態の下面図。
【図４３】図４１のＸＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＸＩＩＩ線断面図。
【図４４】その他の実施形態に係る台紙の正面図。
【図４５】その他の実施形態に係る台紙の正面図。
【図４６】その他の実施形態に係る台紙の正面図。
【図４７】同台紙の両シート片の下方部の離反を保持した状態の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態について、図面を参照しつつ具体的に説明する。なお、各部
の用語の接頭語として、第１、第２などを付す場合があるが、該接頭語は、用語を区別す
るために付加されたものであり、各部の順序や優劣などを意味しない。また、方向性を示
す用語として、上、下、左、右などを使用するが、これらは、包装体又は台紙を自立させ
た状態を基準にして、その包装体又は台紙を第１シート片の外面に対して直交する方向か
ら見たときの方向を指す。また、各図において、一点鎖線は、折り罫線を示す。折り罫線
は、台紙が折り曲げられる境界となる罫線である。なお、前記折り罫線を示す一点鎖線は
、その罫線で折り曲げられていない状態であり、折り罫線であってもそこで折り曲げられ
ている箇所は、実線で示している。
【００１７】
　図１及び図２において、本発明の包装体１０は、第１シート片１及び第２シート片２を
有し且つ第１シート片１及び第２シート片２の左側縁同士及び右側縁同士が連結されてい
る台紙３と、台紙３の第１シート片１の外面側に取り付けられた物品４と、を有し、第１
シート片１の上方部と第２シート片２の上方部が一体化され且つ第１シート片１の下方部
と第２シート片２の下方部が互いに離反可能に構成されており、第１シート片１の面内に
は、両シート片１，２の下方部を離反させたときに、物品４の下縁４ｂの外側を通過する
開口部５が形成されており、第１シート片１及び第２シート片２の少なくとも何れか一方
の下縁から、保持片６が延設されており、第１シート片１の下方部と第２シート片２の下
方部を離反させ且つ保持片６を折り曲げて両シート片１，２の間に介在させることにより
、両シート片１，２の下方部の離反が保持されている。「両シート片１，２の下方部の離
反が保持されている」とは、第１シート片１の下方部と第２シート片２の下方部とが離れ
た状態が、維持されているという意味である。なお、台紙の「紙」は、台紙が紙製である
という意味ではないことに留意されたい。
　以下、本発明の包装体について、幾つかの実施形態を具体的に説明する。
【００１８】
［第１実施形態］
　第１実施形態の包装体は、保持片の一部又は全部が第１シート片及び第２シート片の内
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面に対して略直交する方向に介在して両シート片を突っ張ることにより、両シート片の下
方部の離反が保持されている。
【００１９】
（物品）
　台紙３に取り付けられる物品４は、特に限定されず、従来公知のものを使用できる。
　物品４としては、化粧料などが収納されたスプレー式容器、キャップ付き容器、ボトル
型容器などの各種容器などが挙げられる。
【００２０】
　物品４の形状は、特に限定されず、水平断面が円形状の筒状、水平断面が多角形状（例
えば、四角形）の筒状などが挙げられる。また、物品４の形状は、大径部分及び小径部分
を有する形状などでもよい。例えば、一般的なボトル型容器は、大径部分である胴部と小
径部分である首部とが組み合わされた形状である。物品４の形状は、円筒状、多角柱状、
円錐台筒状又は多角錐台筒状が好ましく、大径部分と小径部分を有する物品である場合に
は、その物品の少なくとも大径部分の形状が、円筒状、多角柱状、円錐台筒状又は多角錐
台筒状であることが好ましい。なお、前記円という用語は、楕円を含む。
【００２１】
　物品４は、台紙３の第１シート片１の外面側に直接取り付けられていてもよいし、図１
及び図２に示すように、筒状に形成されたシュリンクフィルム４１のような別途の取付手
段を介して台紙３に取り付けられていてもよい。なお、シュリンクフィルム４１は、筒状
に限られず、一方開口部を溶断シール等によって封止したシュリンクフィルムを使用する
こともできる。シュリンクフィルム４１は、所定温度（例えば７０℃～１００℃）に加熱
すると、周方向に熱収縮するものである。シュリンクフィルム４１は、従来公知のものを
使用できる。好ましくは、シュリンクフィルム４１は、透明である。
【００２２】
（台紙）
　図３及び図４にも示すように、台紙３は、第１シート片１と第２シート片２とを有し、
両シート片１，２は、互いの内面同士を対面させて重ねられている。第１シート片１の左
側縁と第２シート片２の左側縁は一体的に連結され、且つ、第１シート片１の右側縁と第
２シート片２の右側縁も一体的に連結されている。前記両側縁同士が連結された第１シー
ト片１及び第２シート片２は、通常、１枚のシート材を折り罫線において折り曲げ且つ糊
代片３１を接着することにより形成される。従って、第１シート片１及び第２シート片２
の各側縁は、前記折り罫線において折り曲げられた部分に相当する。これらの側縁は、直
線状に延びている。両側縁同士が連結され且つ重ねられた第１シート片１及び第２シート
片２からなる台紙３は、下方部を離反させて接地部を形成する前には、扁平状である。
【００２３】
　第１シート片１及び第２シート片２は、例えば、それぞれ正面視略矩形状に形成されて
いる。第１シート片１及び第２シート片２が正面視略矩形状である場合、第１シート片１
及び第２シート片２の両側縁は、何れも上下方向と平行に延びる直線状である。なお、正
面視形状は、第１シート片１の外面に対して直交する方向から見たときの形状をいう。第
１シート片１の下縁１ｂは、第２シート片２の下縁２ｂよりも下方に突出するように形成
されている。詳細には、第１シート片１の下縁１ｂは、その両側縁から左右方向中央部に
向かうに従って徐々に下方に突出する、比較的曲率の大きな弧状に形成されている。一方
、第２シート片２の下縁２ｂは、左右方向と平行な直線状に形成されている。第１シート
片１の下縁１ｂと第２シート片２の下縁２ｂとの上下方向の最大差は、１ｍｍ～５ｍｍ程
度とされている。
【００２４】
　台紙３を形成するシート材は、特に限定されず、従来公知のものを用いることができる
。シート材としては、例えば、厚紙、合成樹脂製シート、金属蒸着層を有する合成樹脂製
シート、及びこれらの積層シートなどが挙げられる。前記厚紙は、薄い合成樹脂製フィル
ムが積層された厚紙を含む。前記合成樹脂製シートは、薄い紙が積層された合成樹脂製シ
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ートを含む。比較的安価であることから、前記厚紙又は合成樹脂製シートを用いることが
好ましい。前記合成樹脂製シートとしては、例えば、ポリオレフィン系、ポリエステル系
、ポリスチレン系などのシートが挙げられる。適度な剛性を有することから、ポリプロピ
レン製シートが好ましい。シート材の厚みは、特に限定されないが、好ましくは０．２ｍ
ｍ～１．５ｍｍ程度である。厚紙の場合には、０．５ｍｍ～１．５ｍｍ程度であり、合成
樹脂製シートの場合には、０．２ｍｍ～０．６ｍｍ程度である。前記台紙３には、必要に
応じて、所望のデザインが表示されていてもよい。
【００２５】
　重ねられた第１シート片１と第２シート片２は、その上方部において一体化されており
、両シート片１，２の上方部は互いに離反しない。例えば、両シート片１，２の内面の一
部に接着剤を塗布して接着することにより、両シート片１，２の上方部が一体化されてい
る。重ねられた第１シート片１と第２シート片２は、その各下方部において一体化されて
いない。このため、両シート片１，２の下方部は、自由領域となっており、互いに離反可
能である。台紙３の上方部の左右方向中央部には、第１シート片１及び第２シート片２を
貫通する、吊下げ用孔３２が形成されている。
【００２６】
　また、第１シート片１の面内には、切込線７が形成されている。この切込線７は、例え
ば、第１シート片１の左右方向中央部に形成されている。もっとも、切込線７は、第１シ
ート片１の中央部から左側又は右側に寄って形成されていてもよい。第１シート片１の面
内において、前記切込線７で囲われた領域８は、第２シート片２と一体化されている。例
えば、前記囲繞領域８の内面に接着剤を塗布して接着することにより、前記囲繞領域８が
第２シート片２の上下方向中途部に一体化されている。以下、切込線７で囲われた領域８
を「囲繞領域８」という場合がある。従って、非接着である第１シート片１の下方部と第
２シート片２の下方部とが離反するように、両シート片１，２の下方部をそれぞれ外側に
拡げると（つまり、第１シート片１と第２シート片２の両側縁同士が互いに近づくように
押し撓ませると）、前記囲繞領域８が第２シート片２に追従し、囲繞領域８が切込線７に
従って第１シート片１から分離される。このため、第１シート片１の面内には、前記囲繞
領域８に対応する開口部５が生じる。この開口部５の縁形状は、前記切込線７の形状に一
致している。
【００２７】
　切込線７は、両端部を有する有端の正面視非直線状の線でもよいし、端部を有しない無
端の正面視非直線状の線でもよい。なお、切込線７は、第１シート片１を厚み方向に分断
した切断連続線であるが、その連続線の途中に第１シート片１を厚み方向に分断していな
い部分が僅かに残っていてもよい。つまり、切込線７は、非常に長い貫通孔が非常に短い
非貫通部を有して断続的に形成されたミシン目線のような構成でもよい。
【００２８】
　図示例の切込線７は、両端部を有する、有端の正面視非直線状の線である。有端の非直
線状の切込線７における前記囲繞領域８は、その切込線７の両端部を結んだ仮想線と切込
線７で囲われる領域に相当する。この切込線７は、例えば、上下方向に延びる左右一対の
第１線７１，７１と、前記一対の第１線７１，７１の各下端部に連結され且つ左右方向に
延びる第２線７２と、を有する。前記第１線７１，７１の各上端部は、切込線７のそれぞ
れの端部に相当する。第１線７１，７１の各上端部は、第１シート片１の切れ過ぎを防止
するために、返り形状（例えば、逆Ｕ字状）とされている。
【００２９】
　第１線７１は、上下方向と平行に延びていてもよいが、円筒状又は多角柱状の物品４（
大径部分と小径部分を有する物品の場合には、大径部分が円筒状又は多角柱状）を取り付
ける場合には、図３に示すように、第１シート片１の側縁側に僅かに膨らんだ弧状に形成
されていることが好ましい。具体的には、左側の第１線７１は、その上端部から中途部に
おいては下方に向かうに従って第１シート片１の左側縁側に僅かに寄っていき、且つ、そ
の中途部から下端部においては下方に向かうに従って第１シート片１の右側縁側に僅かに



(8) JP 6060439 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

寄っていく。右側の第１線７１は、その上端部から中途部においては下方に向かうに従っ
て第１シート片１の右側縁側に僅かに寄っていき、且つ、その中途部から下端部において
は下方に向かうに従って第１シート片１の左側縁側に僅かに寄っていく。
【００３０】
　左右の第１線７１，７１の間隔（左側の第１線７１と右側の第１線７１の間の左右方向
長さ）は、両上端部の間で最も短く、両中途部の間で最も長く、両下端部の間で前記両中
途部の間よりも僅かに短くなっている。また、前記左側の第１線７１の下端部と右側の第
１線７１の下端部との間の間隔は、物品４の下面の最大径よりも僅かに長く設計されてい
る。なお、前記左側及び右側の第１線７１，７１の両下端部の間隔は、第２線７２の左右
方向長さに等しい。第２線７２の左右方向中途部（好ましくは、図示したように、第２線
７２の左右方向中央部）は、下方にＵ字状に屈曲されている。この第２線７２の屈曲によ
り、それに対応する開口部５の下縁５ｂの中途部に、被係止凹部５１が生じる。
【００３１】
　前記切込線７は物品４の下方部の外形よりも大きいので、第１シート片１の下方部と第
２シート片２の下方部を離反させたときに、切込線７によって生じる開口部５の縁５ａ，
５ｂが、物品４の両側縁４ａ，４ａ及び下縁４ｂの外側を通過する。さらに、前記一対の
第１線７１，７１はそれぞれ第１シート片１の側縁側に膨らんだ弧状に形成されているの
で、保持片６によって両シート片１，２の下方部の離反を保持した後、開口部５の上下方
向に沿った縁５ａが物品４の側縁４ａに近接する。これは、両シート片１，２を離反させ
ると第１シート片１の下方部が湾曲するが、この下方部の湾曲によって、前記左右一対の
第１線７１，７１の間隔が下方側において短くなるためである。本発明の台紙３では、第
１シート片１及び第２シート片２の各上方部が扁平状のままで第１シート片１の下方部と
及び第２シート片２の下方部が拡げられる。そのため、第１シート片１の下方部が下方に
向かうに従い曲率の小さい曲面状に湾曲することから、下方部が湾曲したときに物品４の
側縁４ａに沿った開口部５の縁５ａを生じさせるために、前記第１線７１，７１を弧状に
している。
【００３２】
　第２シート片２の下縁２ｂには、本実施形態の保持片６が延設されている。この保持片
６は、前記第２シート片２の下縁２ｂから延設された連結片６１と、前記連結片６１から
延設された介在片６２と、を有する。連結片６１は、第２シート片２に連結されている。
連結片６１と第２シート片２の境界には、第２シート片２の下縁２ｂに沿って折り罫線が
形成されている。下方から見て略紡錘形状の接地部を形成するために、連結片６１は、第
２シート片２の左右方向中央部の下縁２ｂに連結されていることが好ましい。介在片６２
は、連結片６１の、前記第２シート片２に連結された側と反対側に連結されている。介在
片６２と連結片６１の境界にも、折り罫線が形成されている。
【００３３】
　介在片６２は、第１シート片１の下方部と第２シート片２の下方部を離反させたときに
、両シート片１，２の間に介在できる長さであって、両シート片１，２の内面に接し且つ
両シート片１，２が平坦状に戻ろうとする復元力に抗して両シート片１，２を外側に押し
出すことができる長さに形成されている。両側縁が連結された第１シート片１及び第２シ
ート片２の各下方部を互い離反させると、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂは下方から
見て略紡錘形状を成す。このため、介在片６２の正面視形状は、変形した菱形状に形成さ
れている。詳細には、介在片６２の、連結片６１に連結された側の縁及びその連結側と反
対側の縁は、左右方向に向かうに従って互いに近づく傾斜状に形成されている。
【００３４】
　また、介在片６２の、前記連結側と反対側の縁には、第１シート片１の開口部５に係止
される係止部６３と、第１シート片１の内面を押圧する左右一対の押し部６４と、が形成
されている。係止部６３は、介在片６２の左右方向中央部から延設されている。係止部６
３は、左右方向長さが長い部分と、それよりも短い部分と、を有し、その長い部分が短い
部分よりも前記介在片６２から離れている。詳しくは、係止部６３は、正面視略台形状に
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形成され、その上底において介在片６２に連結されている。
【００３５】
　一対の押し部６４は、前記連結側と反対側における介在片６２の一対の傾斜状の縁から
、それぞれ延設されている。押し部６４と介在片６２の間には、折り罫線が形成されてい
る。なお、介在片６２の面内には、窓部６５（介在片６２を貫通する孔）が設けられてい
る。この窓部６５を通じて、物品４の下面に表示された各種印字を視認できる。
【００３６】
　図５は、前記台紙３を形成するためのシート材の展開図である。この展開図においては
、台紙３の各部に対応する箇所に、同一符号を付している。この例のシート材は、糊代片
３１が第１シート片１の側縁から延設されている。糊代片３１の外面並びに第１シート片
１の上方部の内面及び囲繞領域８の内面（又は第２シート片２の上方部の内面及び囲繞領
域８に対応する第２シート片２の内面）に、接着剤を塗布し、第１シート片１、第２シー
ト片２及び糊代片３１の各境界に形成された上下方向に延びる折り罫線に沿って折り曲げ
、糊代片３１を第２シート片２の左側部の内面に接着することにより、図３及び図４に示
すような扁平状の台紙３が得られる。
　なお、前記シート材において、糊代片３１は第１シート片１から延設されているが、糊
代片３１を第２シート片２に接着した後には、前記糊代片３１は第２シート片２の一部を
成す。つまり、糊代片は、概念上、それが接着されるシート片に包含される。以下、他の
実施形態及び変形例においても、糊代片は、概念上、それが接着されるシート片に包含さ
れる。
【００３７】
　なお、図５において、接着剤の塗布部分を無数のドットで示している。また、このシー
ト片には、第２シート片２の面内に、上下方向に延びる２本の折り罫線が形成されている
（図示例では、この２本の折り罫線は、介在片６２の両側縁の延長線上に上下方向に延び
ている）。前記２本の折り罫線に第１シート片１の囲繞領域８が重なる場合には、必要に
応じて、囲繞領域８の面内に、前記第２シート片２の面内の２本の折り罫線に対応する、
２本の折り罫線を形成してもよい。囲繞領域８の面内に前記折り罫線を形成することによ
り、囲繞領域８が第２シート片２に沿って曲がりやすくなる。もっとも、第２シート片２
の面内及び囲繞領域８の面内に、折り罫線が形成されていなくてもよい。
【００３８】
　次に、使用時に台紙３を自立させるために、扁平状の台紙３を立体的に変形させる手順
について説明する。
　台紙３は、上記のように扁平状にして保管又は運搬される。台紙３の使用時には、第１
シート片１の下方部と第２シート片２の下方部をそれぞれ離反するように外側に拡げる。
すると、囲繞領域８が切込線７に従って第１シート片１から分離されるので、第１シート
片１の面内に、切込線７に従った開口部５が生じる。
【００３９】
　そして、図６に示すように、各折り罫線に沿って連結片６１、介在片６２及び一対の押
し部６４を折り曲げる。詳しくは、連結片６１に対して略直交するように、折り罫線に沿
って介在片６２を約９０度に折り曲げ、その介在片６２に対して略直交するように、折り
罫線に沿って押し部６４を約９０度に下方に折り曲げる。その状態で、連結片６１及び介
在片６２（保持片６）を両シート片１，２の間に差し込むため、折り罫線に沿って連結片
６１を約１８０度に折り曲げる。
【００４０】
　最後に、介在片６２の係止部６３の短い部分を、開口部５の被係止凹部５１に上方から
嵌め入れることによって、図７乃至図１０に示すように、下方部が拡げられた立体的な台
紙３が得られる。前記介在片６２の係止部６３が、開口部５の被係止凹部５１の上に載る
ことによって、係止部６３が、開口部５によって下方から支持される。また、係止部６３
の短い部分を嵌め入れたときには、長い部分は被係止凹部５１の外側に突出するので、係
止部６３が被係止凹部５１から脱落し難くなる。



(10) JP 6060439 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

【００４１】
　さらに、前記連結片６１が第２シート片２の内面に沿って当接すると共に、前記介在片
６２が第１シート片１及び第２シート片２の内面に対して略直交する方向に介在して両シ
ート片１，２を外側に押し出すように押圧する。かかる介在片６２によって、前記両シー
ト片１，２の下方部の離反が保持され、両シート片１，２の下方部は互いに近づく方向に
復元することはない。介在片６２が介在した状態において、押し部６４は、第１シート片
１の内面に当接している。押し部６４が第１シート片１に当接することにより、介在片６
２の押圧力が、第１シート片１に直線状に加わらない（介在片６２の押圧力が第１シート
片１に一部分に集中しない）。かかる押圧力の分散によって、第１シート片１の歪みを防
止できる。
【００４２】
　介在片６２によって両シート片１，２の下方部の離反が保持された台紙３は、図９に示
すように、両シート片１，２の上方部（台紙３の上方部）が扁平状で、下方に向かうに従
って、第１シート片１及び第２シート片２（台紙３の下方部）が外側へ拡がっている。そ
して、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂが外側に拡がり且つ両シート片１，２の下縁１
ｂ，２ｂで囲われる領域が大きいので、その両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂを接地部
として台紙３を自立させることができる。なお、第１シート片１の下縁１ｂは、第２シー
ト片２の下縁２ｂよりも下方に突出した弧状に形成されているので、下方部を拡げた上記
台紙３は、その接地部（両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂ）を平坦面上に載せると、第
２シート片側にやや傾いて自立する。これは、台紙３に物品４を取り付けて包装体１０を
形成したときに、その重心が第１シート片側に寄ることがあることを考慮したためである
。
【００４３】
　次に、第１実施形態の包装体１０の作製手順の一例について説明する。
　上記扁平状の台紙３に、物品４を取り付ける。例えば、筒状のシュリンクフィルム４１
を用いて物品４を台紙３に取り付ける場合には、先に、筒状のシュリンクフィルム４１を
台紙３に取り付ける。まず、図１１の二点鎖線で示すように、扁平状にした筒状のシュリ
ンクフィルム４１の一方面を台紙３の第１シート片側に取り付ける。筒状のシュリンクフ
ィルム４１は、通常、接着剤を用いて取り付けられる。もっとも、特許文献１の図２１及
び図２２に示すような舌状の突出部を、第１シート片１から起立させ、この突出部に筒状
のシュリンクフィルム４１を係止させて取り付けてもよい（図示せず）。
【００４４】
　接着剤は、筒状のシュリンクフィルム４１に塗布してもよいが、通常、台紙３に塗布さ
れる。例えば、接着剤を、第１シート片１の上方部の外面及び囲繞領域８の外面に、上下
方向帯状に塗布する。なお、図１１において、接着剤の塗布部分を無数のドットで示し、
図２及び図１１の符号３３は、その接着剤の塗布層を示す。前記筒状のシュリンクフィル
ム４１の中心軸が台紙３の左右方向中央部に略一致するように、筒状のシュリンクフィル
ム４１は接着剤を介して第１シート片１の外面に接着される。図１１において、接着剤は
、上下方向帯状に一箇所塗布されているが、必要応じて、複数（例えば、２つ）の箇所に
上下方向帯状に塗布してもよいし、複数の箇所に、左右方向帯状に塗布してもよい。
【００４５】
　通常、扁平状の台紙３を上下方向に搬送しながら、塗布機から接着剤を吐出することに
より、第１シート片１の上方部の外面及び囲繞領域８の外面に、接着剤を上下方向帯状に
塗布できる。本実施形態では、囲繞領域８は、第１シート片１の面内に設けられているの
で、前記塗布機による接着剤の塗布を確実に実施できる。
【００４６】
　詳しくは、本発明においては、第１シート片１に物品４を通過させることができる開口
部５が形成されていればよく、従って、上記切込線７は、無端状でもよい。つまり、本発
明の開口部５は、第１シート片１を外側に拡げたときに生じるものでもよいし、予め第１
シート片１の面内に設けられた孔でもよい。もっとも、無端状の切込線７を第１シート片
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１に形成すると、その切込線７で囲われた領域が第１シート片１から除去されるので、両
シート片１，２を離反させる前から第１シート片１に予め開口部５が存在する。このため
、上記と同様な帯状範囲に接着剤を塗布する際に、その接着剤は、第１シート片１の上方
部の外面と前記開口部から露出した第２シート片２の内面に塗布されることになる。この
場合、第１シート片１の外面から第２シート片２の内面に至る箇所に段差が存在するので
、接着剤を良好に塗布できない場合がある。この点、有端の切込線７であれば、囲繞領域
８の上端部が第１シート片１に繋がっているので、接着剤を塗布する途中に段差はなく、
第１シート片１の平坦な外面に従って、接着剤を良好に塗布できる。
【００４７】
　ただし、本発明の包装体１は、筒状のシュリンクフィルム４１（又は物品４）が第１シ
ート片１の上方部及び囲繞領域８に接着される場合に限定されない。上記のような接着剤
塗布の作業性のメリットを除けば、筒状のシュリンクフィルム４１（又は物品４）が、上
述の第１シート片１の外面と開口部５から露出した第２シート片２の内面、又は、第１シ
ート片１の上方部の外面のみ若しくは上述の開口部５から露出した第２シート片２の内面
のみに、接着されていてもよい。
【００４８】
　次に、前記筒状のシュリンクフィルム４１を拡径し、その内部に物品４を挿入する。挿
入時、物品４の下面が切込線７の第２線７２（開口部５の下縁５ｂ）よりも下方に出ない
ように位置合わせする。好ましくは、正面視での物品４の下縁４ｂ（正面視で見える物品
４下面の輪郭）が前記第２線７２に略一致又はそれよりも上方で近接するように位置合わ
せする。物品４を挿入後、筒状のシュリンクフィルム４１を加熱して収縮させることによ
り、物品４の台紙３への取り付けが完了する。筒状のシュリンクフィルム４１を介して取
り付けられた物品４は、その中心軸が切込線７の一対の第１線７１，７１の間の中央部に
略一致している。また、正面視での物品４の両側縁４ａ，４ａ及び下縁４ｂが切込線７の
第１線７１の下方部及び第２線７２に重なっていない。また、第１シート片１の上方部及
び囲繞領域８は第２シート片２に一体化されているので、物品４は、第２シート片２に一
体化されていることに等しい。
【００４９】
　この物品付きの台紙３について、その第１シート片１及び第２シート片２の各下方部を
それぞれ外側に拡げると、第１シート片１に生じる開口部５の縁５ａ，５ｂが物品４の両
側縁４ａ，４ａ及び下縁４ｂに接触することなく、開口部５が物品４の両側縁４ａ，４ａ
及び下縁４ｂの外側を通過する。このため、第１シート片１の下方部と第２シート片２の
下方部を円滑に離反させることができる。事後、上述の扁平状の台紙３を立体的に変形さ
せる手順と同様にして、保持片６を折り曲げ、両シート片１，２の間に差し入れて介在片
６２によって両シート片１，２の離反を保持することにより、図１及び図２に示すような
包装体１０が得られる。
【００５０】
　得られた包装体１０は、第１シート片１及び第２シート片２の上方部が扁平状であり、
第１シート片１及び第２シート片２の各下方部が、両シート片１，２の内面に略直交する
方向に介在した保持片６の一部（介在片６２）によって拡げられ且つその状態が保持され
ている。さらに、図１に示すように、第１シート片１の開口部５の両側縁５ａ，５ａが、
物品４の両側縁４ａ，４ａに近接している。また、第１シート片１を拡げたときにはその
開口部５が物品４を通過するので、第２シート片２と一体化された物品４が、第１シート
片１に追従することはない。このため、両シート片１，２の下方部の離反状態において、
物品４は、開口部５の下縁５ｂに跨って配置されている。なお、小さな物品４を取り付け
る又は台紙３の左右方向長さを大きくするなどの調整を行うことにより、両シート片１，
２の下方部の離反状態において、物品４を第１シート片１と第２シート片２の間に配置で
きる。
【００５１】
　かかる包装体１０は、第１シート片１の上方部と第２シート片２の上方部とが一体化さ
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れた扁平状であるので、その台紙３の上方部を摘んで容易に持ち運びできる。さらに、こ
の包装体１０は、両側縁において連結された第１シート片１及び第２シート片２の各下方
部の離反が保持されているので、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂが外側に拡がった状
態が保持されている。従って、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂは下方から見て略紡錘
形状を成し、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂで囲われる領域が大きいので、両シート
片１，２の下縁１ｂ，２ｂを接地部として包装体１０を自立させることができる。包装体
１０を自立させたときには、物品４の下面が置き面に直接的に接触しないので、物品４が
汚れることもない。
【００５２】
　特に、本発明の包装体１０は、物品４が開口部５の下縁５ｂに跨って又は第１シート片
１と第２シート片２の間に配置されているので、自立安定性に優れている。さらに、本発
明においては、上述のように物品未装着の台紙３が、自立時に、第２シート片側にやや傾
くように構成されている。物品４が開口部５の下縁５ｂに跨っている包装体１０は、第１
シート片側に重心が偏る場合が多いが、自立時に第２シート片側にやや傾く台紙３の使用
により、より安定的に自立する。
【００５３】
　また、台紙３の保持片６を折り曲げて両シート片１，２の間に介在させるだけで自立可
能な包装体１０を構成できるので、その組み立て作業も非常に簡単である。さらに、離反
した両シート片１，２の下方部には介在片６２が介在し、その介在片６２が物品４の下面
に近接している。そのため、仮に、自重によって物品４がシュリンクフィルム４１から下
方に位置ずれしても、その下方ずれを介在片６２によって抑制できる。また、第１シート
片１の開口部５の両側縁５ａ，５ａが物品４の両側縁４ａ，４ａに近接しているので、包
装体１０の運搬時に、物品４が左右に振れることを抑制でき、物品４の脱落を防止できる
。
【００５４】
（第１実施形態の第１変形例）
　図１２及び図１４乃至図１６は、上記第１実施形態の包装体の第１変形例を示す。図１
３は、この変形例に係る包装体の台紙を形成するためのシート材を展開した状態を示す。
なお、台紙の各部に対応する箇所に同一符号を付し、接着剤の塗布部分を無数のドットで
示している。ただし、これらに図示した包装体は、上記第１実施形態と同様に、物品が取
り付けられるが、その物品は図示していない。なお、第１実施形態と共通する構成及び作
用効果についてはその説明を省略し、用語及び符号を援用する場合がある。以下、他の変
形例の説明についても同様である。
【００５５】
　図１２乃至図１６において、第１シート片１の面内には、上下方向に延びる左右一対の
第１線７１，７１と、前記一対の第１線７１，７１の各下端部に連結され且つ左右方向に
延びる第２線７２と、を有する切込線７が形成されている。囲繞領域８の面内には、前記
第１線７１，７１の各上端部から第２線７２にまで、上下方向に延びる左右一対の折り罫
線が形成されている。この変形例の台紙３も、上記第１実施形態と同様に、第１シート片
１の下縁１ｂの左右方向中央部が、第２シート片２の下縁２ｂよりも下方に突出するよう
に形成されている。
【００５６】
　本変形例の台紙３の保持片６は、第１シート片１の下縁１ｂから延設された第１保持片
部６６と、第２シート片２の下縁２ｂから延設された第２保持片部６７と、から構成され
ている。これら第１保持片部６６と第２保持片部６７を組み合わせることにより、保持片
６が構成され、両シート片１，２の下方部の離反が保持される。
【００５７】
　第１保持片部６６は、前記第１シート片１の下縁１ｂから延設された第１連結片６６１
と、前記第１連結片６６１から延設された第１介在片６６２と、を有する。第２保持片部
６７は、前記第２シート片２の下縁２ｂから延設された第２連結片６７１と、前記第２連
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結片６７１から延設された第２介在片６７２と、を有する。
【００５８】
　第１介在片６６２及び第２介在片６７２は、何れも正面視横長八角形状に形成されてい
る。第１シート片１の下縁１ｂと第１連結片６６１の境界、及び、第１連結片６６１と第
１介在片６６２の境界には、それぞれ折り罫線が形成されている。さらに、第１連結片６
６１と第１介在片６６２の境界には、差込み口６６３が切り込まれている。第２シート片
２の下縁２ｂと第２連結片６７１の境界、及び、第２連結片６７１と第２介在片６７２の
境界には、それぞれ折り罫線が形成されている。さらに、第２介在片６７２の左右方向中
央部から差込み片６７３が延設されている。差し込み片６７３は、前記差し込み口６６３
に挿入して係止される。
【００５９】
　この変形例に係る台紙３も上記第１実施形態と同様に、物品４を取り付け、第１シート
片１の下方部と第２シート片２の下方部を外側に拡げて使用される。この際、図１４乃至
図１６に示すように、第１連結片６６１を第１シート片１の内面に当接させ且つ第１介在
片６６２を第１連結片６６１に対して略直交するように折り曲げることにより、第１介在
片６６２が第１シート片１及び第２シート片２の内面に対して略直交する方向に介在して
両シート片１，２を外側に押し出すように押圧する。同様に、第２連結片６７１を第２シ
ート片２の内面に当接させ且つ第２介在片６７２を第２連結片６７１に対して略直交する
ように折り曲げることにより、第２介在片６７２が第１シート片１及び第２シート片２の
内面に対して略直交する方向に介在して両シート片１，２を外側に押し出すように押圧す
る。この第２介在片６７２の差込み片６７３を第１介在片６６２の差込み口６６３に係止
させることにより、第１介在片６６２及び第２介在片６７２が一体化される。第１介在片
６６２及び第２介在片６７２からなる保持片６によって両シート片１，２の下方部の離反
が保持された台紙３は、図１５及び図１６に示すように、両シート片１，２の上方部が扁
平状で、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂを接地部として自立させることができる。
【００６０】
　なお、本変形例では、保持片６は、第１シート片１の下縁１ｂから延設された第１保持
片部６６と、第２シート片２の下縁２ｂから延設された第２保持片部６７と、から構成さ
れているが、反対に、前記第２保持片部６７を第１シート片１の下縁１ｂから延設し、且
つ前記第１保持片部６６を第２シート片２の下縁２ｂから延設してもよい。また、各保持
片部６６，６７の寸法は、図面に限定されず、適宜、設定可能である。また、第１介在片
６６２及び第２介在片６７２の面内には、窓部（第１介在片６６２及び第２介在片６７２
を貫通する孔）が設けられていてもよい。この窓部を通じて、物品４の下面に表示された
各種印字を視認できる。必要に応じて、差込み片６７３と接触するシート片に切り抜き部
を設けてもよい。
【００６１】
（第１実施形態の第２変形例）
　図１７乃至図２１は、上記第１実施形態の包装体の第２変形例を示す。ただし、これら
に図示した包装体は、上記第１実施形態と同様に、物品が取り付けられるが、その物品は
図示していない。
　本変形例の第１シート片１の面内には、上記と同様な、左右一対の第１線７１，７１と
第２線７２とを有する切込線７が形成されている。本変形例の台紙３の保持片６は、第１
シート片１の下縁１ｂから延設された第３介在片６７４と、第２シート片２の下縁２ｂか
ら延設された第４介在片６７５と、から構成されている。これら第３介在片６７４と第４
介在片６７５を係合し、一体化させることで、保持片６が構成され、両シート片１，２の
下方部の離反が保持される。
【００６２】
　第３介在片６７４は、正面視略紡錘形状に形成されている。第１シート片１の下縁１ｂ
と第３介在片６７４の境界には、斜めに延びる２本の第１切れ目７３，７３と、第１切れ
目７３，７３の端部から左右方向に直線状に延びる２本の折り罫線と、Ｕ字状に形成され
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た第２切れ目７４ａが形成されている。第３介在片６７４を折り罫線に沿って折り曲げた
際、第１シート片１の下縁１ｂの左右方向中央部には、下方に突出する第１脚部１１が形
成される。また、第３介在片６７４の面内には、左右方向に延びる細長い差し込み孔部６
７６が形成されている。差し込み孔部６７６は、第４介在片６７５の差し込み部６７５ｂ
を挿入可能な孔部である。第３介在片６７４の面内には、窓部６５１が形成されている。
【００６３】
　第４介在片６７５は、第２シート片２の下縁２ｂから延設された差し込み保持部６７５
ａと、差し込み保持部６７５ａから下方に延設された差し込み部６７５ｂと、を有する。
差し込み部６７５ｂの左右方向における最大長さＣ２よりも、差し込み保持部６７５ａの
左右方向における最大長さＣ３の方が長くなるように形成される。さらに好ましくは、図
１８のように、差し込み保持部６７５ａと差し込み部６７５ｂとの境界には、Ｖ字状の切
込みが形成される。Ｖ字状の切込みが形成されることで、第３介在片６７４と第４介在片
６７５を係合した際、第４介在片６７５の差し込み部６７５ｂが第３介在片６７４の差し
込み孔部６７６から脱落し難くなる。第４介在片６７５の面内には、窓部６５２が形成さ
れている。 第３介在片６７４と第４介在片６７５を係止させたときに、第３介在片６７
４の窓部６５１と第４介在片６７５の窓部６５２は、略一致して、１つの窓部を構成する
。
【００６４】
　また、第４介在片６７５と第２シート片２の境界には、左右方向に直線状に延びる２本
の折り罫線と、Ｕ字状に形成された第３切れ目７４ｂが形成されている。第４介在片６７
５を折り罫線に沿って折り曲げた際、第２シート片２の下縁２ｂの左右方向中央部には、
下方に突出する第２脚部２１が形成される。差し込み孔部６７６の左右方向の長さＣ１は
、第４介在片６７５の差し込み部６７５ｂの左右方向における最大長さＣ２以上で、且つ
、第４介在片６７５の差し込み保持部６７５ａの最大長さＣ３よりも短く形成される。
【００６５】
　本変形例に係る台紙３も上記第１実施形態と同様に、物品４を取り付け、第１シート片
１の下方部と第２シート片２の下方部を外側に拡げて使用される。
　この際、図１９乃至図２１に示すように、第３介在片６７４を第１シート片１の内面に
対して略直交するように折り曲げ、続いて、第４介在片６７５を第２シート片２の内面に
対して略直交するように折り曲げつつ差し込み部６７５ｂを第３介在片６７４の差し込み
孔部６７６に挿入する。そうすると、第３介在片６７４及び第４介在片６７５が係合し、
保持片６が形成される。
【００６６】
　形成された保持片６は、第１シート片１及び第２シート片２の内面に対して略直交する
方向に介在し、両シート片１，２を外側に押し出すように押圧する。前記保持片６によっ
て両シート片１，２の下方部の離反が保持された台紙３は、図２０及び図２１に示すよう
に、両シート片１，２の上方部が扁平状で、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂを接地部
として自立させることができる。特に、本変形例の包装体は、第１脚部１１及び第２脚部
２１によって前方又は後方に倒れ難くなる。
　なお、保持片６を形成する際に、第４介在片６７５を両シート片１，２の内側に折り曲
げた後、第３介在片６７４を折り曲げつつ第４介在片６７５の差し込み部６７５ｂを第３
介在片６７４の差し込み孔部６７６に挿入してもよい。
【００６７】
［第２実施形態］
　第２実施形態の包装体は、保持片を山型状の折り罫線において折り曲げて第１シート片
及び第２シート片を突っ張ることにより、両シート片の下方部の離反が保持されている。
　以下、第２実施形態を説明するが、上記第１実施形態と同様の構成及び作用効果につい
てはその説明を省略し、且つ、用語及び符号を援用する場合がある。
【００６８】
（物品）
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　台紙３に取り付けられる物品４は、上記第１実施形態で説明したように、従来公知のも
のを用いることができる。
【００６９】
（台紙）
　図２２に示すように、台紙３は、上記第１実施形態と同様に、両側縁が連結された第１
シート片１と第２シート片２とを有し、両シート片１，２の上方部は一体化され、且つ両
シート片１，２の下方部は離反可能とされている。第１シート片１の面内には、開口部５
を生じさせるために、上記第１実施形態と同様な、切込線７が形成されている。
【００７０】
　第２実施形態では、保持片は、２つ設けられ、両保持片９１，９２は、第１シート片１
の下縁１ｂ及び第２シート片２の下縁２ｂに、それぞれ連結されている。一方の保持片９
１は、台紙３の左側下縁から延設され、他方の保持片９２は、台紙３の右側下縁から延設
されている。
【００７１】
　図２３は、本実施形態の台紙３を形成するためのシート材の展開図である。この展開図
においては、台紙３の各部に対応する箇所に、同一符号を付している。以下、図２２の台
紙３の正面図とその台紙３の基になるシート材の双方を参照されたい。
　詳しくは、一方の保持片９１は、第１シート片１の左側下縁から延設された左第１片９
１１と、第２シート片２の左側下縁から延設された左第２片９１２と、を有し、前記左第
１片９１１及び左第２片９１２が連結されて一体化されている。従って、一方の保持片９
１は、第１シート片１の左側下縁及び第２シート片２の左側下縁に跨って、それらの下縁
から延設されている。左第１片９１１の下縁及び左第２片９１２の下縁は、下方に向かう
に従って互いに近づくように傾斜している。つまり、一方の保持片９１は、図２３に示す
ように、下方に向かうに従って狭くなる逆三角形状に形成されている。
【００７２】
　左第１片９１１の左右方向長さ（第１シート片１の左側縁と左第１片９１１の右端の間
の間隔）と、左第２片９１２の左右方向長さ（第１シート片１の左側縁と左第２片９１２
の右端の間の間隔）とは、同じでもよいが、何れか一方が長いことが好ましい。例えば、
図２２に示すように、左第１片９１１の左右方向長さＡ１は左第２片９１２の左右方向長
さＢ１よりも短い。また、前記左第１片９１１及び左第２片９１２の連結部分には、図２
３に示すように第１シート片１の左側縁上に形成された折り罫線の延長線上に延びる折り
罫線が形成されている。従って、左第１片９１１及び左第２片９１２は、前記折り罫線を
介して連結されている。
【００７３】
　他方の保持片９２は、第１シート片１の右側下縁から延設された右第１片９２１と、第
２シート片２の右側下縁から延設された右第２片９２２と、を有し、前記右第１片９２１
及び右第２片９２２が連結されて一体化されている。従って、他方の保持片９２は、第１
シート片１の右側下縁及び第２シート片２の右側下縁に跨って、それらの下縁から延設さ
れている。右第１片９２１の下縁及び右第２片９２２の下縁は、下方に向かうに従って互
いに近づくように傾斜している。つまり、他方の保持片９２も、下方に向かうに従って狭
くなる逆三角形状に形成されている。
【００７４】
　右第１片９２１の左右方向長さ（第１シート片１の右側縁と右第１片９２１の左端の間
の間隔）と、右第２片９２２の左右方向長さ（第１シート片１の右側縁と右第２片９２２
の左端の間の間隔）とは、同じでもよいが、何れか一方が長いことが好ましい。例えば、
図２２に示すように、右第１片９２１の左右方向長さＡ２は右第２片９２２の左右方向長
さＢ２よりも短い。また、前記右第１片９２１及び右第２片９２２の連結部分には、図２
３に示すように第１シート片１の右側縁上に形成された折り罫線の延長線上に延びる折り
罫線が形成されている。従って、右第１片９２１及び右第２片９２２は、前記折り罫線を
介して連結されている。両保持片９１，９２の面内には、前記延長線上に延びる折り罫線
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がそれぞれ形成されているので、第２実施形態の台紙３も、図２２に示すように、使用前
には扁平状に折り畳むことができる。
【００７５】
　前記両保持片９１，９２と台紙３の左側下縁及び右側下縁との境界には、上向き山型状
の折り罫線Ｘ，Ｙがそれぞれ形成されている。詳しくは、一方の保持片９１と第１シート
片１の左側下縁及び第２シート片２の左側下縁との境界には、上向きに膨らんだ山型状の
折り罫線Ｘが形成されている。換言すると、本実施形態の台紙３の左側下縁（第１シート
片１の左側下縁と第２シート片２の左側下縁を結んだ縁）は、上向きに膨らんだ山型状に
形成されており、その台紙３の左側下縁に、折り罫線Ｘが形成され且つそれを介して一方
の保持片９１が連結されている。
【００７６】
　その山型状の折り罫線Ｘは、左第１片９１１と第１シート片１の左側下縁の境界に形成
された左第１折り罫線Ｘ１と、左第２片９１２と第２シート片２の左側下縁の境界に形成
された左第２折り罫線Ｘ２と、からなる。左第１折り罫線Ｘ１及び左第２折り罫線Ｘ２は
、上下方向に対して鋭角に延びており、好ましくは、上下方向に対して３０度～７０度で
ある。左第１折り罫線Ｘ１の長さと左第２折り罫線Ｘ２の長さとは、同じでもよいが、何
れか一方が長いことが好ましい。図示例では、左第１折り罫線Ｘ１が左第２折り罫線Ｘ２
よりも短い。
【００７７】
　他方の保持片９２と第１シート片１の右側下縁及び第２シート片２の右側下縁との境界
にも、上向きに膨らんだ山型状の折り罫線Ｙが形成されている。換言すると、本実施形態
の台紙３の右側下縁（第１シート片１の右側下縁と第２シート片２の右側下縁を結んだ縁
）は、上向きに膨らんだ山型状に形成されており、その台紙３の右側下縁に、折り罫線Ｙ
が形成され且つそれを介して他方の保持片９２が連結されている。
【００７８】
　その山型状の折り罫線Ｙは、右第１片９２１と第１シート片１の右側下縁の境界に形成
された右第１折り罫線Ｙ１と、右第２片９２２と第２シート片２の右側下縁の境界に形成
された右第２折り罫線Ｙ２と、からなる。右第１折り罫線Ｙ１及び右第２折り罫線Ｙ２は
、上下方向に対して鋭角に延びており、好ましくは、上下方向に対して３０度～７０度で
ある。右第１折り罫線Ｙ１の長さと右第２折り罫線Ｙ２の長さとは、同じでもよいが、何
れか一方が長いことが好ましい。図示例では、右第１折り罫線Ｙ１が右第２折り罫線Ｙ２
よりも短い。前記上向きの山型状は、図示したように、２つの曲線からなり且つ上向きに
頂部を有するドーム型が好ましい。もっとも、上向きの山型状は、図２４に示すように、
２つの直線からなり且つ上向きに頂部を有する三角型でもよい。
【００７９】
　図２３の糊代片３１の外面並びに第１シート片１の上方部の内面及び囲繞領域８の内面
に、接着剤を塗布し、第１シート片１、第２シート片２及び糊代片３１の境界に形成され
た上下方向に延びる折り罫線に沿って折り曲げ、糊代片３１を第２シート片２の左側部の
内面に接着することにより、図２２に示すような扁平状の台紙３が得られる。なお、図２
３において、接着剤の塗布部分を無数のドットで示している。
【００８０】
　次に、使用時に台紙３を自立させるために、第２実施形態の扁平状の台紙３を立体的に
変形させる手順について説明する。
　扁平状の台紙３について、一方の保持片９１及び他方の保持片９２を、それぞれ外側か
ら内側に押し込むことにより、両保持片９１，９２は、山型状の折り罫線Ｘ，Ｙにおいて
、第１シート片１及び第２シート片２の間に折れ曲がる。
【００８１】
　図２５乃至図２８に示すように、２つの保持片９１，９２を山型状の折り罫線Ｘ，Ｙに
おいてそれぞれ折り曲げて前記両シート片１，２の間に保持片９１，９２を介在させるこ
とにより、前記両シート片１，２の下方部の離反が保持される。具体的には、保持片９１



(17) JP 6060439 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

，９２を山型状の折り罫線Ｘ，Ｙにて折り曲げると、保持片９１，９２は上向き屋根状に
屈曲した状態で両シート片１，２の間に介在する。なお、左第１片９１１及び左第２片９
１２の連結部分並びに右第１片９２１及び右第２片９２２の連結部分に上下方向の折り罫
線が形成されていない場合、保持片９１，９２を山型状の折り罫線Ｘ，Ｙにて折り曲げる
と、保持片９１，９２は上向き曲面状に屈曲した状態で両シート片１，２の間に介在する
。
【００８２】
　山型状の折り罫線Ｘ，Ｙにて折り曲げた保持片９１，９２は、元に戻り難いので（折り
曲げ前の、第１シート片１の外面と平行な状態に戻り難いので）、保持片９１，９２によ
って両シート片１，２の下方部の離反を保持できる。特に、山型状の折り罫線Ｘ，Ｙがド
ーム型である場合には、折り曲げた保持片９１，９２が、より元に戻り難いので好ましい
。
【００８３】
　さらに、左第１片９１１と左第２片９１２の何れか一方の左右方向長さが他方に比して
長い、又は、左第１折り罫線Ｘ１と左第２折り罫線Ｘ２の何れか一方の長さが他方に比し
て長い。そのため、折り曲げられた一方の保持片９１は、第１シート片１及び第２シート
片２の復元力によって扁平状に押し潰されず、上向きに屈曲した状態で両シート片１，２
の間に介在する。同様に、右第１片９２１と右第２片９２２の何れか一方の左右方向長さ
が他方に比して長い、又は、右第１折り罫線Ｙ１と右第２折り罫線Ｙ２の何れか一方の長
さが他方に比して長い。そのため、折り曲げられた他方の保持片９２は、第１シート片１
及び第２シート片２の復元力によって扁平状に押し潰されず、上向きに屈曲した状態で両
シート片１，２の間に介在する。このため、保持片９１，９２によって両シート片１，２
の下方部の離反を確実に保持できる。
【００８４】
　次に、第２実施形態の包装体１０の作製手順の一例について説明する。
　上記第１実施形態と同様にして、扁平状の台紙３に、物品４を取り付ける。例えば、筒
状のシュリンクフィルム４１を用いて物品４を台紙３に取り付ける場合には、第１実施形
態と同様にして、台紙３の所定位置に筒状のシュリンクフィルム４１を取り付ける。この
シュリンクフィルム４１を介して物品４を取り付けると、物品４は、その中心軸が切込線
７の一対の第１線７１の間の中央部に略一致して配置され、第２シート片２に実質的に一
体化される。この物品付きの台紙３について、上述の手順に従って、２つの保持片９１，
９２をそれぞれ外側から内側に押し込むことにより、図２９及び図３０に示すような包装
体１０が得られる。
【００８５】
　第２実施形態の包装体１０も、第１実施形態と同様に、第１シート片１を拡げたときに
開口部５が物品４の外側を通過するので、第２シート片２と一体化された物品４が、第１
シート片１に追従することはない。かかる包装体１０は、台紙３の上方部を摘んで容易に
持ち運びできる。さらに、第１シート片１の下方部と第２シート片２の下方部が離反し且
つそれが維持されているので、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂは、下方から見て略紡
錘形状を成している。かかる両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂで囲われる領域は大きい
ので、両シート片１，２の下縁１ｂ，２ｂを接地部として包装体１０を自立させることが
できる。また、台紙３の保持片９１，９２を折り曲げるだけで自立可能な包装体１０を構
成できるので、その組み立て作業も非常に簡単である。第１シート片１の開口部５の両側
縁５ａ，５ａが物品４の両側縁４ａ，４ａに近接しているので、包装体１０の運搬時に、
物品４が左右に振れることを抑制でき、物品４の脱落を防止できる。
【００８６】
（第２実施形態の変形例）
　図３１乃至図３３は、上記第２実施形態の包装体の変形例を示す。ただし、これらに図
示した包装体は、第２実施形態と同様に、物品が取り付けられるが、その物品は図示して
いない。
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　図３１乃至図３３に示すように、第１シート片１の面内には、上下方向に延びる左右一
対の第１線７１，７１と、前記一対の第１線７１，７１の各下端部に連結され且つ左右方
向に延びる第２線７２と、を有する切込線７が形成されている。第２線７２は、その中央
部が左右方向と平行直線状に延び、且つその左右側が外側に向かうに従って下方にやや傾
斜している。囲繞領域８の面内には、前記第１線７１，７１の各上端部から第２線７２の
平行直線部にまで、上下方向に延びる左右一対の折り罫線が形成されている。
【００８７】
　さらに、左右の第１線７１，７１の下端部と第２線７２の端部との交点から下方に向か
って、直線的な第４切れ目７５，７５がそれぞれ形成されている。前記第４切れ目７５，
７５は、切込線７と同様に、第１シート片１を厚み方向に分断した線である。前記第４切
れ目７５，７５と切込線７の第２線７２に囲われた領域８１は、境界に折り罫線が形成さ
れ且つ第１シート片１の下方部に繋がっており、その折り罫線にて前記領域８１を内側に
折り曲げることができる。
【００８８】
　この変形例に係る台紙３も、上記第２実施形態と同様に、物品４を取り付け、両保持片
９１，９２を外側から内側に押し込むことにより、両保持片９１，９２が、第１シート片
１及び第２シート片２の間に折れ曲がり且つ両シート片１，２の下方部の離反を保持する
。かかる保持片９１，９２によって両シート片１，２の下方部が外側に拡げられた際には
、図３３に示すように、前記第４切れ目７５，７５と切込線７の第２線７２に囲われた領
域８１が、第１シート片１及び第２シート片２の間に介在し且つ両シート片１，２の内面
に対して略直交する方向に介在し、両シート片１，２の下方部の離反が保持される。
【００８９】
［第３実施形態］
　第３実施形態の包装体は、弧状の稜線で屋根状とされた保持片によって第１シート片及
び第２シート片を突っ張ることにより、両シート片の下方部の離反が保持されている。
　以下、第３実施形態を説明するが、上記第１及び第２実施形態と同様の構成及び作用効
果についてはその説明を省略し、且つ、用語及び符号を援用する場合がある。
【００９０】
　図３４乃至図３８に示すように、台紙３は、上記第１実施形態と同様に、両側縁が連結
された第１シート片１と第２シート片２とを有し、両シート片１，２の上方部は一体化さ
れ、且つ両シート片１，２の下方部は離反可能とされている。第１シート片１の面内には
、開口部５を生じさせるために、上記第２実施形態と同様な、切込線７が形成されている
。なお、第３実施形態の台紙３も、上記第１実施形態と同様に、第１シート片１の下縁１
ｂの左右方向中央部が、第２シート片２の下縁２ｂよりも下方に突出するように形成され
ている。
【００９１】
　第３実施形態の台紙３の保持片は、第１シート片１の下縁１ｂから延設された第１構成
片部６８と、第２シート片２の下縁２ｂから延設された第２構成片部６９と、から構成さ
れている。これら第１構成片部６８と第２構成片部６９の下端部を接合して屋根状に起立
させることにより、保持片６が構成され、両シート片１，２の下方部の離反が保持される
。
【００９２】
　第１構成片部６８は、前記第１シート片１の下縁１ｂから延設された第１片６８１と、
前記第１片６８１から延設された第１接着片６８２と、を有する。第２構成片部６９は、
前記第２シート片２の下縁２ｂから延設された第２片６９１と、前記第２片６９１から延
設された第２接着片６９２と、を有する。第１片６８１又は第２片６９１の面内に、窓部
（第１片６８１又は第２片６９１を貫通する孔）が設けられていてもよい。この窓部を通
じて、物品４の下面に表示された各種印字を視認できる。
【００９３】
　第１シート片１の下縁１ｂと第１片６８１の境界、及び、第１片６８１と第１接着片６
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８２の境界には、それぞれ折り罫線が形成されている。第１シート片１の下縁１ｂと第１
片６８１の境界に設けられた折り罫線は、左右方向と平行な直線状である。第１片６８１
と第１接着片６８２の境界に設けられた折り罫線Ｚは、第２実施形態のような、上向きに
膨らんだ山型状であり、好ましくは、図示したように上向きに頂部を有するドーム型であ
る。第２シート片２の下縁２ｂと第２片６９１の境界、及び、第２片６９１と第２接着片
６９２の境界には、それぞれ折り罫線が形成されている。第２シート片２の下縁２ｂと第
２片６９１の境界に設けられた折り罫線は、左右方向と平行な直線状である。第２片６９
１と第２接着片６９２の境界に設けられた折り罫線Ｗは、第２実施形態のような、上向き
に膨らんだ山型状であり、好ましくは、図示したように上向きに頂部を有するドーム型で
ある。
【００９４】
　なお、第１シート片１の下縁１ｂと第１片６８１の境界、及び、第２シート片２の下縁
２ｂと第２片６９１の境界に、それぞれ設けられた折り罫線についても、上向き山型状に
形成されていてもよい。
　さらに、第１構成片部６８の上下方向長さＬ１と第２構成片部６９の上下方向長さＬ２
とは、同じでもよいが、何れか一方が長いことが好ましい。例えば、図３４及び図３５に
示すように、第１構成片部６８の上下方向長さＬ１は、第２構成片部６９の上下方向長さ
Ｌ２よりも短い。第１構成片部６８及び第２構成片部６９は、それぞれ第１シート片１の
下縁１ｂ及び第２シート片２の下縁２ｂの左右方向中途部から延設され、好ましくは左右
方向中央部から延設される。そして、第１構成片部６８と第２構成片部６９の内面同士が
重ね合わされ、対面した第１接着片６８２の内面と第２接着片６９２の内面が接着剤など
で接着されている。
【００９５】
　第３実施形態の台紙３も、上記第２実施形態と同様に、物品４を取り付け、保持片６を
外側から内側に押し込むことにより、両構成片部６８，６９が、第１シート片１及び第２
シート片２の間に介在し且つ両シート片１，２の下方部の離反を保持する。具体的には、
第１接着片６８２及び第２接着片６９２が向かい合うように接着された第１構成片部６８
及び第２構成片部６９を、第１シート片１の下方部と第２シート片２の下方部を外側に拡
げながら、両シート片１，２の間に押し込む。すると、図３４及び図３５のように扁平状
であった第１構成片部６８及び第２構成片部６９は、その第１片６８１及び第２片６９１
が反転する。よって、図３７及び図３８に示したように、両シート片１，２の間に、山型
状の折り罫線Ｚ，Ｗを稜線として第１片６８１と第２片６９１が屋根状に屈曲した状態で
介在する。この屋根状のものが保持片６である。
【００９６】
　山型状の折り罫線Ｚ，Ｗを稜線として屋根状に屈曲した保持片（第１片６８１及び第２
片６９１）は、元に戻り難いので（折り曲げ前の、第１シート片１及び第２シート片２と
平行な状態に戻り難いので）、前記保持片によって両シート片１，２の下方部の離反を保
持できる。なお、各構成片部６８，６９の寸法は図面に限定されず、適宜、設定可能であ
る。第３実施形態に係る包装体も、保持片を折り曲げるだけで自立可能となる。
【００９７】
（第３実施形態の変形例）
　図３９乃至図４３に示すように、台紙３は、上記第３実施形態と同様に、両側縁が連結
された第１シート片１と第２シート片２とを有し、両シート片１，２の上方部が一体化さ
れ、且つ両シート片１，２の下方部は離反可能とされている。第１シート片１の面内には
、開口部５を生じさせるために、上記第３実施形態と同様な、切込線７が形成されている
。本変形例の台紙３も、上記第３実施形態と同様に、第１シート片１の下縁１ｂの左右方
向中央部が、第２シート片２の下縁２ｂよりも下方に突出するように形成されている。
【００９８】
　台紙３の保持片６は、第１シート片１の下縁１ｂから延設された第３構成片部６８ａと
、第２シート片２の下縁２ｂから延設された第４構成片部６９ａと、から構成されている
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。これら第３構成片部６８ａと第４構成片部６９ａの下端部を接合して屋根状に起立させ
ることにより、図４３に示すように、保持片６が構成される。この保持片６により、両シ
ート片１，２の下方部の離反が保持される。
【００９９】
　第３構成片部６８ａは、前記第１シート片１の下縁１ｂから延設された第３片６８３と
、前記第３片６８３から延設された第３接着片６８４と、を有する。第４構成片部６９ａ
は、前記第２シート片２の下縁２ｂから延設された第４片６９３と、前記第４片６９３か
ら延設された第４接着片６９４と、を有する。第３片６８３と第３接着片６８４の境界に
設けられた折り罫線Ｚ１、及び、第４片６９３と第４接着片６９４の境界に設けられた折
り罫線Ｗ１は、第３実施形態のような、上向きに膨らんだ山型状である。
【０１００】
　第２シート片２の下縁２ｂと第４片６９３との境界には、２本の第５切れ目７６，７６
と、第５切れ目７６，７６の端部から左右方向に直線状に延びる２本の折り罫線と、Ｕ字
状に形成された第６切れ目７７と、が形成されている。第４片６９３を折り罫線に沿って
折り曲げた際、第２シート片２の下縁２ｂの左右方向中央部には、下方に突出する脚部２
２が形成される。
　本変形例では、図４０のように、第４片６９３は、第３片６８３よりも小さい略矩形状
であり、第４接着片６９４は、第３接着片６８４と同一形状である。第３構成片部６８ａ
の上下方向長さＬ３と第４構成片部６９ａの上下方向長さＬ４とは、同じでもよいが、何
れか一方が長いことが好ましい。第３構成片部６８ａと第４構成片部６９ａが重ね合わさ
れ、対面した第３接着片６８４の内面と第４接着片６９４の内面が接着剤などで接着され
ている。
【０１０１】
　前記接着された第３構成片部６８ａ及び第４構成片部６９ａを、第１シート片１の下方
部と第２シート片２の下方部を外側に拡げながら、両シート片１，２の間に押し込む。す
ると、図４３に示すように、両シート片１，２の間に、第３片６８３と第４片６９３が屋
根状に屈曲した状態で介在する。この屋根状のものが保持片６である
　本変形例の包装体も、第３実施形態と同様な効果を奏する。
【０１０２】
［その他の実施形態］
　上記第１乃至第３実施形態において、第１シート片１及び第２シート片２は、それぞれ
正面視略矩形状に形成されているが、両シート片１，２は略矩形状に限られず、適宜変更
できる。
　図４４は、両シート片１，２を正面視略台形状に形成した台紙３を示す。この両シート
片１，２の両側縁は、何れも上下方向に対して僅かに角度を有して傾斜している。この変
形例に関する図４４は、第２実施形態の台紙３に基づいているが、この変形例を第１及び
第３実施形態の台紙３にも同様に適用できる。
【０１０３】
　さらに、上記第１乃至第３実施形態において、有端の非直線状の切込線７で囲われた領
域８は、その全てが残されているが、例えば、図４５に示すように、有端の非直線状の切
込線７で囲われた領域の一部分を除去してもよい。符号８１は、除去した部分を示す。こ
の場合、前記切込線７で囲われた領域のうち、除去した部分を除いた残りの領域８２が、
第２シート片２の内面に接着される。この変形例に関して参照する図４５は、第１実施形
態の台紙３に基づいているが、この変形例を第２及び第３実施形態の台紙３にも同様に適
用できる。
【０１０４】
　また、上記第１乃至第３実施形態において、囲繞領域８は第２シート片２に接着されて
いるが、囲繞領域８は第２シート片２に接着されていなくてもよい。物品４が、第２シー
ト片２の上方部又は中途部の少なくとも何れか一方に一体化され且つ正面視で物品４の両
側縁４ａ，４ａ及び下縁４ｂが切込線７の第１線７１及び第２線７２に重ならない位置に



(21) JP 6060439 B2 2017.1.18

10

20

30

40

取り付けられていれば、台紙３の両シート片１，２の下方部を離反させたときに、第１シ
ート片１の開口部５の縁が物品４の両側縁４ａ，４ａ及び下縁４ｂに接触することがない
。
【０１０５】
　上記第１乃至第３実施形態において、台紙３は、第１シート片１及び第２シート片２の
２つのシート片からなるが、これに限定されず、３つ以上のシート片から構成されていて
もよい。３つ以上のシート片から台紙３を構成する場合、第３シート片以降のシート片は
、例えば、第２シート片２の外面に重ね合わせて設けることができ、特に、第２シート片
２に対して着脱可能又は開閉可能に設けることが好ましい。
【０１０６】
　上記第１実施形態において、保持片９１，９２の係止部６３は、長い部分と短い部分と
を有するが、図４５に示すように、左右方向長さが同じの係止部６３であってもよい。つ
まり、係止部６３は、正面視略矩形状に形成されていてもよい。かかる係止部６３にあっ
ては、開口部５の被係止凹部５１に嵌め入れやすいという利点がある。
【０１０７】
　上記第１乃至第３実施形態において、左右方向に延びる第２線７２は平行直線状に延び
て形成されているが、これに限定されず、例えば、湾曲状、凸状に形成してもよい。
　さらに、上記第１乃至第３実施形態において、切込線７は、上下方向に延びる左右一対
の第１線７１，７１と、左右方向に延びる第２線７２と、からなるが、これに限定されな
い。例えば、図４６に示すように、切込線７が、左右方向に直線状に延びる左右一対の第
３線７８，７８と、前記第３線７８，７８の各端部に連結され且つ下方に膨らむＵ字状に
形成された第４線７９と、から構成されていてもよい。この切込線７は、第１シート片１
の左側縁から右側縁まで形成されている。もっとも、図４６の切込線７は、第１シート片
１の左側縁から右側縁まで直線状に形成されていてもよい。図４６の台紙３も、上記第３
実施形態と同様に、接着された第１構成片部６８及び第２構成片部６９を、第１シート片
１と第２シート片２の間に押し込むと、図４７のように、両シート片１，２の間に保持片
６が介在し、切込線７から開口部５が生じる。この際、開口部５の第２下縁５ｄ（切込線
７の第４線７９）が、物品４の下縁４ｂの外側を通過するようになる（図４７参照）。
　なお、この変形例に関して参照する図４６は、第３実施形態の台紙３に基づいているが
、この変形例を第１及び第２実施形態の台紙３にも同様に適用できる。
【０１０８】
　上記第１乃至第３実施形態における各保持片の構成と切込線の構成とは、それぞれ適宜
組み合わせ又は置換することができる。例えば、第３実施形態の包装体に、第２実施形態
の変形例にかかる切込線の構成（切込線７と第４切れ目７５とを有する構成）を適用して
もよい。
【符号の説明】
【０１０９】
　１…第１シート片、２…第２シート片、３…台紙、４…物品、４ａ…物品の側縁、４ｂ
…物品の下縁、５…開口部、５ａ，５ｂ…開口部の縁、６，９１，９２…保持片、６１…
連結片、６２…介在片、９１１…左第１片、９１２…左第２片、９２１…右第１片、９２
２…右第２片、Ｘ，Ｙ…山型状の折り罫線、１０…包装体
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